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(57)【要約】
殺生物剤組成物であって、
(a) カーバメート、
(b) 殺生物剤、および随意に
(c) 油成分／共溶媒、および／または
(d) 乳化剤
を含んで成る殺生物剤組成物が提案されている。
　該組成物は殺生物剤に対する高い溶解性および改良された乳化特性を示す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　殺生物剤組成物であって、 
(a) カーバメート、
(b) 殺生物剤、および随意に 
(c) 油成分／共溶媒および／または
(d) 乳化剤、
を含んで成る殺生物剤組成物。 
【請求項２】
　該組成物が成分(a)として、一般式 (I)で表わされるカーバメート： 
R2R3-N-(C=0)0-R1 　　　(I) 
［式中、R1はHO(CH2)nまたはCH3(CH2)mOHを表し、mおよびnは共に3～22の整数をそれぞれ
表し、R2およびR3は独立に水素または1～12の炭素原子を有するアルキル基を表し、随意
に環を形成してよい。］
を、含有して成ることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。 
【請求項３】
　該組成物が成分(a)として、エチレンカーボネートまたはプロピレンカーボネートから
誘導されたカーバメートを含んで成ることを特徴とする、請求項1および／または2に記載
の組成物。
【請求項４】
　該組成物が、除草剤、殺真菌剤、殺虫剤および植物成長調節剤から成る群から選択され
た殺生物剤（成分b）を含んで成ることを特徴とする、請求項1～4のいずれか１つに記載
の組成物。
【請求項５】
　該組成物が、アゾール、オキシフルオフェン、プロパニル、クロルピリフォス、ビフェ
ントリン、ノバルロン、フェンメディファム、デルタメスリン、アセトクロル、ラムダシ
ハロトリン、グリフォセート及びそれらの塩、グルフォシネート及びそれらの塩、並びに
それらの混合物から成る群から選択された殺生物剤を含んで成ることを特徴とする、請求
項1～5のいずれか１つに記載の組成物。 
【請求項６】
　該油成分／共溶媒（成分c）が、6～18の炭素原子を有する脂肪酸に基づくゲルベアルコ
ール、直鎖状C6～C22脂肪酸の直鎖状または分岐状C6～C22脂肪族アルコールとのエステル
または分岐状C6～C13カルボン酸の直鎖状または分岐状C6～C22脂肪族アルコールとのエス
テル、C6～C22脂肪酸のメチルエステル、直鎖状C6～C22脂肪酸の分岐アルコールとのエス
テル、C18～C38アルキルヒドロキシカルボン酸の直鎖状または分岐C6～C22脂肪族アルコ
ールとのエステル、直鎖状および／または分岐状脂肪酸の多価アルコールおよび／または
ゲルベアルコールとのエステル、C6～C10脂肪酸に基づくトリグリセリド、C6～C18脂肪酸
に基づく液体モノ／ジ／トリグリセリド混合物、C6～C22脂肪族アルコールおよび／また
はゲルベアルコールの芳香族カルボン酸とのエステル、C2～C12ジカルボン酸の1～22の炭
素原子を有する直鎖状または分岐状アルコールまたは2～10の炭素原子を有しおよび2～6
のヒドロキシル基を有するポリオールとのエステル、植物油、分岐状１級アルコール、置
換シクロヘキサン、直鎖状および分岐状C6-C22脂肪族アルコールカーボネート、6～18の
、好ましくは8 ～10の炭素原子を有する脂肪族アルコールに基づくゲルベカーボネート、
モノプロピレングリコールのC2～C18 酸および安息香酸とのエステル、安息香酸の直鎖状
および／または分岐状C6～C22アルコールとのエステル、直鎖状または分岐状の、対称ま
たは非対称の、アルキル基当たり6～22の炭素原子を有するジアルキルエーテル、エポキ
シ化脂肪酸のポリオールとのエステルの開環生成物、シリコーン油および／または脂肪族
またはナフテン系炭化水素、鉱油およびそれらの混合物から成る群から選択されたことを
特徴とする、請求項1～6のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項７】
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　該油成分がエステル構造を示すことを特徴とする、請求項1～6のいずれか１つに記載の
組成物。
【請求項８】
　該油成分が、アジピン酸エステル、植物油のメチルエステルおよびアルキルエステルか
ら成る群から選択されたことを特徴とする、請求項1～7のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項９】
　該乳化剤（成分d）が、ノニオン性および／またはアニオン性界面活性剤を表すことを
特徴とする、請求項1～8のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項１０】
　該組成物が、
(a) 0.1～99重量%のカーバメート 、
(b) 1～99.1重量%の殺生物剤、
(c) 0～50重量%の油成分／共溶媒、および
(d) 0～15重量%の乳化剤
を、数値が随意に水と合わさって合計100重量%となる条件で含んで成ることを特徴とする
、請求項1～9のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項１１】
　殺生物剤に対するグリーン溶媒または分散剤としてのカーバメートの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は農業化学品の領域に関し、および或るカーバメートを含んで成る殺生物剤組成
物およびその殺生物剤に対する溶媒または分散剤としての使用に言及する。 
【背景技術】
【０００２】
　＜本発明の背景＞
　殺生物剤、および特に殺真菌剤、殺虫剤および除草剤の様な駆除剤は、農作物産生を保
護し増加するために、農業に対する重要な補助剤である。多様な及びしばしば非常に特異
的な必要に応じて、非常に異なる化学構造および挙動を示す多数の活性剤が存在する。そ
れにも拘わらず、最先端の技術水準から、これらの活性剤の濃縮体、特に非常に低温また
は高温で長期間貯蔵されたときに十分な安定性を発現している濃縮体を調製することが依
然として困難であることが良く知られている。実際の問題として、該溶液は分離するか結
晶を形成するかのいずれかの強い傾向を示し、そのために、均一な製品を得るためには組
成物中の活性剤を各使用に先だって再分散する必要が生じる。植物処置剤の水性剤形の散
布に通常使用されるスプレー装置に於いて、幾つかのフィルターおよびノズルが存在する
という事実のために、固体の活性化合物に基づく水性スプレー液体を散布中に、活性化合
物の結晶化の結果としてこれらのフィルターおよびノズルの目詰まりに関係する追加的問
題が発生する。
【０００３】
　欧州特許出願EP 0453899 Bl（バイエル）は、飽和C6-C20脂肪酸から誘導されたカーバ
メートの、殺真菌剤として適用することができるアゾール誘導体に対する結晶化禁止剤と
しての使用を開示している。ドイツ特許出願DE 4112873 Alは、殺真菌剤（トリフロリン
）、乳酸ジメチルアミドおよび乳化剤を含んで成る組成物を開示している。 
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　市場に見られる製品は通常、殺生物剤の制限された量および／または有害ラベルおよび
好ましからざる環境毒性プロファイルを提示している。本発明に潜在する問題は、市場で
入手可能な活性剤と同等またはより高い含量の新規な殺生物剤組成物を展開するための適
切で新規な溶媒を特定することであった。 新規な溶媒は安全で環境に優しい必要があり
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、且つ、殺生物剤の化学構造に拘わらず、濃縮された殺生物剤組成物（平均で15 %を超え
る活性剤) を許容すべきである、即ち、換言すれば、新規な溶媒は広範な除草剤、殺虫剤
および殺真菌剤に対して卓越した溶媒であることが必要である。 最後に、本発明の他の
目的は、特に不透明性および層形成に関して、優れた乳化安定性を与える特別の共溶媒お
よび乳化剤の系で乳化可能な濃縮された製剤を設計することであった。 
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　＜本発明の詳細な説明＞
　本発明は殺生物剤組成物に関し、該組成物は、
(a) カーバメート、
(b) 殺生物剤、および随意に
(c) 油成分および／または共溶媒 
(d) 乳化剤
を含んで成る。 
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　驚くべきことに、カーバメート、特にカーボネートおよびアミン間の反応から得られた
カーバメートが駆除剤にとって有効な溶媒／共溶媒でることが観察された。例えば、式(I
) ：
【化１】

　　　　　(I) 
で示されるエチレンカーボネートおよびジメチルアミンを反応させて得られるカーバメー
トは、広い範囲の殺生物剤を先端の技術水準から知られる溶媒より20% 良く溶解し又は分
散させることができる。油成分、特にエステル構造を有する油成分、を共溶媒として組成
物へ添加することは、乳化可能な濃縮物製剤へと導き、特に不透明性および層形成に関し
て、増加したエマルジョン挙動および安定性を示す。
【０００７】
　＜カーバメート＞ 
　本発明（成分a）によるカーバメート（成分a）は好ましくはカーボネートとアミンとの
反応から誘導される。カーバメートの製造は技術水準からよく知られている。例えば、ア
ミン(1.05 モル) を４つ口フラスコ中に充填し、反応の間中、窒素フローでパージする。
45℃の温度に到達後に、例えば、環状または脂環式カーボネート（1モル）を、フラスコ
の内容物を約120rpmで撹拌しながら滴々と滴下する。添加速度は反応温度が60℃を超えな
い様に調整されなければならない。カーボネートの完全な添加の後、フラスコの内容物を
60℃まで加熱する。反応は、滴定で決定されるアミン価の方法で経過をフォローする。一
定のアミン価が達成された後、過剰のアミンを真空蒸留で除去する。蒸留後、アミン価は
約ゼロである。典型的には、カーバメートは一般式(II)：
　　　　　　　　　　　　R2 R3-N-(C=0)0-R1　　(II) 
［式中、R1 はHO(CH2)n またはCH3(CH2)mOHを表し、mおよびnは独立に共に3～22の整数を
表し、R2 およびR3 は独立に水素または1～12の炭素原子を持つアルキル基を表し、随意
に環を形成してよい。］に従う。広範な数の異なる殺生物剤を長期間に亘り、且つ、低温
および高温の両方において溶解または分散させる点に於いてベストな性能を発揮する最も
好ましい種類は、エチレンカーボネートおよびプロピレンカーボネートから誘導された、
特にジメチルアミンまたはモルフォリンと反応させたときの、カーバメートである。
【０００８】
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　＜殺生物剤＞
　本発明の文脈に於いて、殺生物剤（成分b）は植物保護剤であり、より具体的には、医
薬、農業、森林学および蚊制御の様な分野で使用される、異なる形態の生物を殺すことの
できる化学物質である。殺生物剤グループの下で数えられるものは、所謂、植物成長調節
剤もある。通常、殺生物剤は２つのサブグループに分けられる：
【０００９】
　・駆除剤（pesticide）：これには、殺真菌剤(fungicides)、除草剤、殺虫剤、殺藻剤
、軟体動物駆除剤、殺ダニ剤および殺鼠剤が含まれ（ここで、The Pesticide Manual、14
版、BCPC 2006 が参考文献として含まれ、この文献は、活性成分の個々の作用様式につい
ての情報を提供する。）および
　・抗微生物剤：これには殺菌剤（germicides）、抗生物質、抗菌剤(antibacterials)、
抗ウイルス剤、抗真菌剤(antifungals)、抗原虫剤および抗寄生虫剤が含まれる。
【００１０】
　殺生物剤はまた、該物質を生物学的侵襲および成長から保護するために他の物質（典型
的には、液体）にも添加することができる。例えば、ある種の４級アンモニウム化合物（
quats）をプールの水または工業用水系に、藻類の侵襲および成長から水を保護する殺藻
剤として作用させるために添加することができる。
【００１１】
　＜駆除剤（pesticides）＞
　米国環境保護庁(EPA)は駆除剤を「いずれかの害虫を予防し、破壊し、排除し、緩和す
ることを意図した如何なる物質または物質の混合物」と定義している。駆除剤は、食物に
関してヒトと競合し、財産を破壊し、病気を広げまたは迷惑である昆虫、植物病原菌、雑
草、軟体動物、トリ、哺乳類、魚、線虫（nematodes、roundworms）および微生物を含む
害虫（pest）に対して使用される化学物質または生物学的剤（例えば、ウイルスまたは細
菌）であってよい。以下の例には、本発明による農業化学的組成物として 適切な駆除剤
が与えられている：
【００１２】
　［殺真菌剤（Fungicides）］殺真菌剤は害虫制御－この場合には、菌の化学的制御、の
３つの主要方法の一つである。殺真菌剤は、庭園および農作物中の菌の広がりを阻止する
ために使用される化学化合物である。殺真菌剤はまた、真菌感染と戦うためにも使用され
る。殺真菌剤は接触性または全身性のいずれかであり得る。接触性殺真菌剤は真菌の表面
に散布されたときに真菌を殺す。全身性殺真菌剤は真菌が死ぬ前に真菌によって吸収され
なければならない。本発明による適切な殺真菌剤の例は、以下の化学クラスおよび対応す
る例を包含する：
【００１３】
　・アミノピリミジン、例えば、ブピリメート、
　・アニリノピリミジン、例えば、シプロジニル、メパニピリム、ピリメタニル、 
　・ヘテロ芳香族、例えば、ヒメキサゾル、
　・ヘテロ芳香族炭化水素、例えば、エトリジアゾール、 
　・クロロフェニルニトロアニリン、例えば、クロロネブ、ジクロラン、クイントゼン、
テクナゼン、トルクロフォスメチル、 
　・ベンズアミド殺真菌剤、例えば、ゾクサミド、
　・ベンゼンスルホンアミド、例えば、フルスルファミド、 
　・ベンズイミドアゾール、例えば、アシベンゾラール、ベノミル、ベンゾチアゾール、
カルベンダジム、フベリダゾール、メトラフェノン、プロベナゾール、チアベンダゾール
、トリアゾキサイド、およびベンズイミダゾール前駆体殺真菌剤、
　・カーバメート、例えば、プロパモカーブ、ジエトフェンカーブ、 
　・カーボキサミド、例えば、ボスカリド、ジクロサイメート、エタボキサム、フルトラ
ニル、ペンチオピラド、チフルザミド、 
　・クロロニトリル、例えば、クロロサロニル、 
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　・ケイ皮酸アミド、例えば、ジメソモルフ、フルモルフ、
　・シアノアセトアミドオキシム、例えば、シモキサニル、
　・シクロプロパンカルボン酸アミド、例えば、カルプロパミド、 
　・ジカルボキシイミド、例えば、イプロジオン、オクティリノン、プロシミドン、ヴィ
ンクロゾリン、 
　・ジメチルジチオカーバメート、例えば、フェルバム、メタム、ティラム、ジラム、 
　・ジニトロアニリン、例えば、フルアジナム、 
　・ジチオカーバメート、例えば、マンコッパー、マンコゼブ、マネブ、メチラム、ナバ
ム、プロピネブ、ジネブ、 
　・ジチオラン、例えば、イソプロチオラン、
【００１４】
　・グルコピラノシル抗生物質、例えば、ストレプトマイシン、ヴァリダマイシン、 
　・グアニジン、例えば、ドジン、グアザチン、イミノクタジン、 
　・ヘキソピラノシル抗生物質、例えば、カスガマイシン、
　・ヒドロキシアニリド、例えば、フェンヘキサミド、 
　・イミダアゾール、例えば、イマザリル、オクスポコナゾール、ペフラゾエート、プロ
クロラーツ、トリフルミゾール、
　・イミダゾリノン、例えば、フェナミドン、 
　・無機化合物、例えば、ボルドー混合物、水酸化銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、銅
オキシクロリド、硫酸銅(II)、硫酸銅、酢酸銅(II)、銅(II)カーボネート、酸化第一銅、
イオウ、
　・イソベンゾフラノン、例えば、フタリド、 
　・マンデル酸アミド、例えば、マンジプロパミド、 
　・モルフォリン、例えば、ドデモルフ、フェンプロピモルフ、トリデモルフ、フェンプ
ロピジン、ピペラリン、スピロキサミン、アルディモルフ、 
　・有機錫、例えば、フェンチン、
　・オキサゾリジノン、例えば、オキサジキシル、 
　・フェニルアミド、例えば、ベナラクシル、ベナラクシル-M、フララクシル、メタラク
シル、メタラクシル-M、オフラセ、 
　・フェニルピラゾール、例えば、フィプロニル、 
　・フェニルピロール、例えば、フルジオキソニル、 
　・フェニル尿素、例えば、ペンシクロン、 
　・ホスホネート、例えば、ホセチル、
　・フタルアミド酸、例えば、テクロフタラム、 
　・フタルイミド、例えば、カプタフォル、カプタン、フォルペート、 
　・ピペラジン、例えば、トリフロリン、
　・プロピオアミド、例えば、フェノキサニル、
　・ピリジン、例えば、ピリフェノクス、
　・ピリミジジン、例えば、フェナリモル、ナウリモル、 
　・ピロロキノリン、例えば、ピロキロン、 
【００１５】
　・キル（Qils）、例えば、シアゾファミド、 
　・キナゾリノン、例えば、プロキナジド、 
　・キノリン、例えば、キノクシフェン、
　・キノン、例えば、ジチアノン、 
　・スルファミド、例えば、トリフルアニド、ジクロフルアニド、 
　・ストロビルリン、例えば、アゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フモキサドン
、フルオキサストロビン、クレゾキシムメチル、メトミノストロビン、ピコキシストロビ
ン、ピラクロストロビン、トリフロキシストロビン、オリサストロビン、 
　・チオカーバメート、例えば、メタスルホカーブ、
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　・チオファネート、例えば、チオファネートメチル、 
　・チオフェンカルボキサミド、例えば、シルチチオファム、 
　・トリアゾール殺真菌剤、例えば、アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾー
ル、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、フ
ェンブコナゾール、フルキノコナゾール、フルシラゾール、フルトリアフォル、フルオト
リマゾール、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール
、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコナ
ゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノル、トリチ
コナゾール、キノコナゾール、
　・トリアゾベンゾチダゾール、例えば、トリシクラゾール、
　・バリンアミドカーバメート、例えば、イプロヴァリカーブ、ペンチアヴァリカーブ、
　・フルオピコリド 
　・ペンタクロロフェノール
およびそれらの混合物。
【００１６】
　［除草剤］
　除草剤は望まれない植物を殺すために用いられる駆除剤である。選択的除草剤は特定の
標的を殺す一方、望まれる作物は比較的害さずに残しておく。これらの幾つかは雑草の生
長を阻害することによって作用し、しばしば植物ホルモンに基づく。荒廃地を清浄にする
ために使用される駆除剤は非選択的であって、接触する全ての植物物質を殺す。除草剤は
農業および庭園芝管理に広く用いられる。それは、道路および線路の保持のためのトータ
ル植生管理（TVC）プログラムに適用される。少量が、林業、牧場システム、および野生
動物の生息環境として残された地域の管理で使用される。一般的に、多様な化学クラスお
よび対応する例に代表される活性成分が用いられる： 
【００１７】
　・アニリド、例えば、プロパニル、 
　・アリールオキシカルボン酸、例えば、MCPA-チオエチル、
　・アリールオキシフェノキシプロピオネート、例えば、クロディナフォプ-プロパルギ
ル、シハロフォプ-ブチル、ジクロフォプ、フルアジフォプ、ハロキシフォプ、キザロフ
ォプ、 
　・クロロアセトアミド、例えば、アセトクロル、アラクロル、ブタクロル、ジメテナミ
ド、メトラクロル、プロパクロル、
　・シクロヘキサジエノンオキシム、例えば、クレトジム、セトキシジム、トラルコキシ
ジム、
　・ベンズアミド、例えば、イソキサベン、
　・ベンズイミダゾール、例えば、ジカンバ、エトフメセート、 
　・ジニトロアニリン、例えば、トリフルラリン、ペンジメタリン、 
　・ジフェニルエーテル、例えば、アクロニフェン、オキシフルオフェン、
　・グリシン誘導体グリフォセート、無耕焼き畑農業で用いられ、及び駆除剤の効果に対
抗できるように遺伝子的に改変された農作物の雑草制御に用いられる、浸透性の非選択的
除草剤（どの様なタイプの植物も殺す）。
　・ヒドロキシベンゾニトリル、例えば、ブロモキシニル、 
　・イミダゾリノン、例えば、フェナミドン、イマザピック、イマザモックス、イマザピ
ック、イマザピック、イマザピル、イマザキン、
　・イソキサゾリヂノン、例えば、クロマゾン、 
　・パラコート、例えば、ビピリジリウム、 
　・フェニルカーバメート、例えば、デスメディファム、フェンメディファム、
　・フェニルピラゾール、例えば、ピラフルフェンエチル、
　・フェニルピラゾリン、例えば、ピノキサデン、 
【００１８】
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　・ピリジンカルボン酸または合成オーキシン、例えば、ピコラム、クロピラリド、およ
びトリクロピル、
　・オキシ安息香酸ピリミジニル、例えば、ビスピルトバクナトリウム塩、 
　・スルホニル尿素、例えば、アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロンメ
チル、クロルスルフロン、フラザスルフロン、フォラムスルフロン、フルピルスルフロン
メチルナトリウム、ニコスルフロン、リムスルフロン、スルホスルフロン、トリベヌロン
メチル、トリフロキシスルフロンナトリウム、トリフルスルフロン、トリトスルフロン、
　・トリアゾロピリミジン、例えば、ペノクスラム、メトスラム、フロラスラム、 
　・トリケトン、例えば、メソトリオン、サルコトリオン、 
　・尿素、例えば、ジウロン、リヌロン、 
　・フェノキシカルボン酸、例えば、2，4-D、MCPA、MCPB，メコプロプス、
　・トリアジン、例えば、アトラジン、シマジン、テトラブチラジン、
およびそれらの混合物。
【００１９】
　［殺虫剤］
　殺虫剤は昆虫に対して、その全ての発展形態において使用される駆除剤である。殺虫剤
は、昆虫の卵および幼虫に対して使用される殺卵剤および幼虫駆除剤を含む。殺虫剤は農
業、医療、工業および家庭で使用される。以下に、適切な化学クラスおよび殺虫剤の例を
挙げる：
【００２０】
　・アバメクチン、エマメクチン、 
　・アントラニル酸ジアミド、例えば、リナキシピル、 
　・合成オーキシン、例えば、アベルメクチン、 
　・アミジン、例えば、アミトラーズ、
　・アントラニル酸ジアミド、例えば、リナキシピル、
　・カーバメート、例えば、アルジカーブ、カーボフラン、カーバリール、メトミル、2-
(l-メチルプロピル)フェニルカーバメート、
　・塩素化された殺虫剤、例えば、カンフェクロル、DDT、ヘキサクロロシクロヘキサン
、ガンマ-ヘキサクロロシクロヘキサン、メトキシクロロ、ペンタクロロフェノール、TDE
、アルドリン、クロルダン、クロルデコン、フエルドリン、エンドスルファン、エンドリ
ン、ヘプタクロル、ミレックス、
　・幼若ホルモンもどき、例えば、ピリプロキシフェン、 
　・ネオニコチノイド、例えば、イミダクロプリド、クロチアインジン、チアクロプリド
、チアメトキサム、
【００２１】
　・有機リン化合物、例えば、アセフェート、アジフォスメチル、ベンスリド、クロルエ
トキシフォス、クロルピリフォスメチル、ジアジノン、ジクロヴォス(DDVP)、ジクロトフ
ォス、ジメトエート、ジスルフォトン、ジトプロプ（dthoprop）、フェナミフォス、フェ
ニトロチオン、フェンチオン、フォスチアザート、マラチオン、メタミドフォス、メチダ
チオン、メチルパラチオン、メビンフォス、ナレード、オメトエート、オキシデメトンメ
チル、パラチオン、フォレート、フォサロン、フォスメト、フォステブピリム、ピリミフ
ォスメチル、プロフェノフォス、テルブフォス、テトラクロルビンフォス、トリブフォス
、トリクロルフォン、 
　・オキサジアジン、例えば、イオドキサカーブ、 
　・植物毒素からの誘導化合物、例えば、デリス（ロテノン）、ピレトラム、ニーム（ア
ザジラクチン）、ニコチン、カフェイン、 
　・フェロモン、例えば、セルーレ、メチルオイゲノール、 
　・ピレスロイド、例えば、アレスリン、ビフェントリン、デルタメスリン、パーメスリ
ン、レズメスリン、スミスリン、テトラメスリン、トラロメスリン、トランスフルスリン
、 
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　・選択的摂食阻害剤、例えば、フロニカミド、ピメトロジン、 
　・スピノシン、例えば、スピノサード
およびそれらの混合物。
【００２２】
　［植物成長調節剤］
　植物ホルモン（フィトホルモンとしても知られている）は植物の生長を調節する化学物
質である。植物ホルモンは植物内で生産され、極めて低濃度で生じるシグナル分子である
。ホルモンは標的細胞内で局所的に、および植物の他の場所に移動したときは他の場所で
、細胞内プロセスを調節する。植物は、動物とは違って、ホルモンを生産し及び分泌する
腺を欠く。植物ホルモンは、種子成長、開花時期、花の性別、葉および果実の老化に作用
して、植物を形成する。植物ホルモンは、どの組織が上方に成長し、どの組織が下方に成
長するか、葉の形成および幹の成長、果実の成長および成熟、植物の寿命および植物の死
さえにも作用する。ホルモンは植物の生長に決定的であり、ホルモンを欠けば、植物は大
部分が識別不能な細胞の集団になるであろう。以下に、適切な植物成長調節剤を挙げる：
【００２３】
　・アビグリシン、 
　・シアナミド、
　・ジベリリン、例えば、ジベリリン酸、 
　・４級アンモニウム、例えば、クロルメクアットクロリド、メピクアットクロリド、
　・エチレン発生剤、例えば、エテフォン、
【００２４】
　［殺鼠剤］
　殺鼠剤は、げっ歯類を殺すことを意図した害虫制御化学物質の範疇である。げっ歯類は
毒では殺すことが難しい。なぜなら、彼らの摂食習慣はゴミ漁りとしての彼らの居場所を
反映するからである。彼らは何かを少しだけ食べて、そして待ち、もし具合が悪く奈良な
でれば、食べ続けるであろう。効果的な殺鼠剤は、致死量の濃度において味が無く、匂い
が無くてはならず、且つ、遅効性でなければならない。以下に、適切な殺鼠剤の例を挙げ
る：
【００２５】
　・抗凝血剤は、持続性の（致死量を摂取後、1～2週間後に、希にはそれより早く、死亡
が生じる）、１回投与（第二世代）または多数回投与（第一世代）累積性の殺鼠剤と定義
される。致命的な内出血が、抗凝血剤、例えば、ブロディファコム、クマテトラリル、ま
たはワルファリンの致死量の投与によって引き起こされる。これらの物質は有効量の投与
に於いて抗ビタミンK剤であり、K1-2，3-エポキシド還元酵素を阻害し（この酵素は4-ヒ
ドロキシクマリン／4-ヒドロキシチアクマリン誘導体によって選択的に阻害される。）お
よびK1-キノン還元酵素を阻害し（この酵素はインダンジオン誘導体により選択的に阻害
される。）、ビタミンK1をその供給源たる有機体から剥奪する。このことは、ビタミンK
サイクルの崩壊に導き、本質的な血液凝固因子（主に凝固因子II（プロトロンビン）、VI
I（プロコンバーチン）、IX（クリスマス因子）およびX（スチュアート因子））の生産が
不可能な結果に至る。この特異的な代謝崩壊に加えて、4-ヒドロキシクマリン／4-ヒドロ
キシチアクマリンおよびインダンジオン抗凝血剤の有毒な投与は小さな血管（毛細管）に
障害を引き起こし、その透過性を増加させて、内出血の拡散を引き起こす（破綻性出血）
。これらの効果は漸進的である；それらは数日間かけて進行し、何ら侵害受容性の知覚、
例えば、痛み又は苦悶、を伴わない。中毒の最終段階において、消耗したげっ歯類は循環
血液量減少ショックまたは極度の貧血で衰弱し、そして静かに死亡する。殺鼠性抗凝血剤
は、いずれかの第一世代作用剤（4-ヒドロキシクマリン型：ワルファリン、クマテートラ
リル；インダンジオン型：ピンドン、ジファシノン、クロロファシノン）であり、一般的
に高い濃度（通常、0.005～0.1%の間）および致死量を蓄積するための数日の連続した摂
取を必要とし、一回の摂食では活性が弱いか不活性であり、第二世代より毒性が低く、第
二世代作用剤は4-ヒドロキシクマリンの誘導体（ジフェナコム、ブロジファコム、ブロマ
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ジオロンおよびフロクマリン）または4-ヒドロキシ-l-ベンゾチイン-2-オン（4-ヒドロキ
シ-l-チアクマリン、時々、間違って4-ヒドロキシ-l-チオクマリンと呼ばれる、理由はヘ
テロ環状化合物を見よ）、即ち、ジフェチアロンである。第二世代作用剤は第一世代作用
剤より遥かにより毒性が高く、第二世代は一般的に餌中でより低濃度で適用され（通常、
0.001～0.005%の程度で）、および一回の餌の摂取後で致命的であり、および第一世代抗
凝血剤に対して耐性を持ったげっ歯類株に対しても有効である；この為に、第二世代抗凝
血剤は時々「スーパーワルファリン」と呼ばれる。時々、抗凝血性殺鼠剤は抗生物質によ
って、最も普通には、スルホキノキサリンによって、増強される。この連携（例えば、ワ
ルファリン0.05%＋スルファキノキサリン0.02%、またはジフェナコクム0.005%＋スルファ
キノキサリン0.02%など）の目的は、抗生物質／静菌剤がビタミンKの源を代表する腸管／
消化管内共存細菌を抑制することである。かくして、共生細菌が殺され又はそれらの代謝
が障害を受け及びそれらによりビタミンKの生産が減縮される。これは抗凝血剤の作用に
論理的に寄与する効果である。スルファキノキサリン以外の抗生剤が使用されてよく、例
えば、コトリモキサゾール、テトラサイクリン、ネオマイシンまたはメトロニダゾールで
ある。殺鼠剤用餌に用いられる更なる相乗作用は抗凝血剤とビタミンD活性を持った化合
物、即ち、コレカルシフェロールまたはエルゴカルシフェロール（以下を見よ）との連携
作用である。用いられる典型的な処方は、例えば、ワルファリン0.025から0.05%＋コルカ
リシフェロール0.01%である。幾つかの国では、固定された３成分殺鼠剤、即ち、抗凝血
剤＋抗生物質＋ビタミンD、例えば、ジフェナコウム0.005%＋スルファキノキサリン0.02%
＋コレカルシフェロール0.01%が用いられる第２世代抗凝血剤と抗生物質および／または
ビタミンDとの連携は最も抵抗性群のげっ歯類に対してさえも効果的であると考えられて
いるが、幾つかの第２世代抗凝血剤（即ち、ブロディファコムおよびジフェチアロン）は
、0.0025～0.005%の餌中濃度においてさえ非常に毒性が強いので、何ら抵抗性のあるげっ
歯類は存在せず、他の如何なる誘導体に対して抵抗性のあるげっ歯類でさえも、これらの
最も毒性の強い抗凝血剤の適応によって間違いなく根絶することができる。 
【００２６】
　ビタミンK1 はペットまたはヒトへの解毒剤として示唆され及び成功裏に使用されてき
たが、彼らは事故又は意図的に（ペットへの毒攻撃、自殺の試み）抗凝固剤毒物に曝され
たのであった。加えて、これらの毒の幾つかは肝臓機能を阻害することで及び毒作用の進
行した段階で作用するから、幾つかの血液凝固因子も全身循環血量も欠損し、輸血が（随
意に、凝固因子も存在して）うっかりそれらの毒物を摂取したヒトの生命を救うことがで
き、輸血は幾つかの古い毒に対しても有利である。 
【００２７】
　・金属リン化物はげっ歯類を殺す手段として用いられてきて、１回投与の即効性殺鼠剤
と考えられている（１回の餌摂取後、1～3日以内に通常死亡する）。食物およびリン化物
（通常、亜鉛リン化物）から成る餌は、げっ歯類が食べることのできる場所に放置される
。げっ歯類の消化系中にある酸はリン化物と反応して有毒なホスフィンガスを発生する。
この害虫制御法は、げっ歯類が幾つかの抗凝血剤に対して抵抗性である様な場所で、特に
、家ネズミおよび野ネズミに対して使用可能性を有する；亜鉛リン化物餌はまた大抵の第
二世代抗凝血剤よりも安価であり、そのため、しばしば、げっ歯類による大規模侵襲の場
合、その集団は適用された多量の亜鉛リン化物餌によって当初減少させられ、および当初
の即効性毒を生き延びた残りの集団は次いで抗凝血剤餌の長期の給餌によって根絶される
。それとは逆に、抗凝血剤餌の毒性を生き延びた個々のげっ歯類は（残余の集団は）、彼
らを非毒性の餌で1または2週間予備給餌し（これは、餌嫌いを克服しおよびげっ歯類を特
定の食物を与えて特定の地域で給餌することにならすために、特にネズミを根絶するとき
には、重要である。）、および引き続いて予備給餌に用いた或る種類の毒入り餌を、全て
の餌の消費が止むまで（通常、2～4日以内）適用することにより、根絶することができる
。殺鼠剤を異なる作用モードで交替する方法は、もし、餌の受容性／食味が良ければ（即
ち、げっ歯類が喜んでそれを食べるなら）、げっ歯類集団の該地域における事実上のまた
は殆ど100%の根絶をもたらす。
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【００２８】
　・リン化物はむしろ即効性のネズミ毒性であり、ネズミは、浸食された建物の中ではな
く、通常、開放領域で死亡するという結果を来す。典型的な例はアルミニウムリン化物で
（燻蒸剤のみ）、カルシウムリン化物（燻蒸剤のみ）、マグネシウムリン化物（燻蒸剤の
み）、および亜鉛リン化物（餌中）である。亜鉛リン化物は、げっ歯類の餌の中に、典型
的には凡そ0.75～2%の量で添加される。餌は、強く刺激的なニンニク様匂い、加水分解に
よって遊離したホスフィン特有の匂いを有する。その匂いはげっ歯類を引きつける（又は
、少なくとも排除しない）が、他の動物を排除する効果を有する；鳥は、しかしながら（
特に、野生の七面鳥）はその匂いに感受性がなく、その餌を食べて巻き添えの被害を受け
やすい。
【００２９】
　・高カルシウム血症。カルシフェロール（ビタミンD）、コレカルシフェロール（ビタ
ミンD3）およびエルゴカルシフェロール（ビタミンD2）は殺鼠剤として使用されるが、そ
れらは、それらが哺乳類に対して有益であると同じ理由でげっ歯類に対して毒である：そ
れらは、体中のカルシウムおよびホスフェート恒常性に影響する。ビタミンDは微量で本
質的であり（毎日、体重キログラム当たり数IU単位、これは、ミリグラムの何分の一であ
る。）、および多くの脂溶性ビタミンの様に、それらは所謂ビタミン過剰症の結果を招く
から、大量投与は毒性であり、ビタミン過剰症は、簡単に言えば、ビタミンによる中毒で
ある。もし中毒が十分にひどいなら（例えば、もし毒物の投与が十分に高ければ）、結果
的に死に至る。殺鼠剤用餌を消費しているげっ歯類において、その餌は主に食物からのカ
ルシウム吸収を増加することによってカルシウムレベルを上げて高カルシウム血症を引き
起こし、骨マトリックス結合カルシウムをイオン化形態（主に１水素化カーボネートカル
シウムイオン、部分的に血漿蛋白に結合している、 [CaHC03]

+）に代謝することによって
、イオン化形態は血漿中に溶解して循環し、そして致死量の摂取後に遊離カルシウムレベ
ルが十分に高まって、血管、腎臓、および肺が鉱質化／石灰化され（石灰質およびカルシ
ウム塩／錯体の結晶の組織内での形成が、かくして組織を破壊する）、更に心臓障害（心
筋は、心筋の収縮性並びに心房および心室間の興奮伝達の双方に影響する遊離カルシウム
レベルに敏感である）および出血（毛細血管障害による）および恐らく腎臓障害に導く。
殺鼠剤は１回投与、または累積性（使用される濃度に依存する；一般的な0.075%餌濃度は
大部分のげっ歯類にとって餌の大部分の１回の摂取後に致命的である。）、亜慢性（通常
、餌の摂取後、数日～１周間内に死が生じる）であると考えられる。適用濃度は、単独で
使用されるときは、0.075%コレカルシフェロールおよび0.1%エルゴカルシフェロールであ
る。カルシフェロールの毒性が抗凝血剤毒物と相乗的であるという、カルシフェロール毒
性学の重要な特徴がある。このことは、同じ餌中の抗凝血剤およびカルシフェロールの混
合物は、餌中の抗凝血剤およびカルシフェロールの毒性の合計より毒性が強いことを意味
し、それ故、大きな高カルシウム血症効果が実質的に低い餌中のカルシフェロール含量に
よって達成することができ、その逆も同様である。もしカルシフェロールが存在すれば、
より増強された抗凝血剤／出血性効果が観察される。この相乗作用はカルシフェロールが
低い餌中で主に使用される、なぜなら、カルシフェロールの有効濃度は、大部分の抗凝血
剤の有効濃度よりも、より高価であるからである。歴史的に最初のカルシフェロールの殺
鼠剤餌への適用は、実際、1970年代初期に遡るSorex製品Sorexa(登録商標) D（今日のSor
exa(登録商標) Dとは異なった処方の）であって、ワルファリン0.025%＋エルゴカルシフ
ェロール0.1%を含有していた。今日、Sorexa(登録商標) CDは0.0025%ジフェナコウム＋0.
075%コレカルシフェロールの組合せを含有する。カルシフェロール0.075～0.1%（例えば
、Quintox(登録商標)、0.075%コレカルシフェロールを含有する）を単独で含有するか、
またはカルシフェロール0.01～0.075%と抗凝血剤との組合せで含有している多くの他の商
標製品が市販されている。
【００３０】
　［殺ダニ剤、軟体動物駆除剤および殺線虫剤］
　殺ダニ剤はダニを殺す駆除剤である。抗生物質殺ダニ剤、カーバメート殺ダニ剤、ホル
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ムアミジン殺ダニ剤、ダニ成長調節剤、有機クロリン、パーメスリンおよび有機リン酸殺
ダニ剤は全てこの範疇に属する。軟体動物駆除剤は例えば、蛾、ナメクジおよびカタツム
リなどの軟体動物を制御するために用いられる駆除剤である。これらの物質は、メタアル
デヒド、メチオカーブおよび硫酸アルミニウムを含む。殺線虫剤は寄生性線虫（蠕虫門)
を殺すために使用される一種の化学的駆除剤である。殺線虫剤はニームノキの種ケーキか
らえられる；それはニームノキの油抽出後の残渣である。ニームノキは世界で幾つかの名
前で知られているが、古代以来インドで最初に栽培された。
【００３１】
　［抗微生物剤］
　以下の例には、本発明による農業化学品組成物として適切な抗微生物剤が挙げられてい
る。使われている大部分の殺菌性消毒剤は以下のものを適用している： 
【００３２】
　・活性塩素（即ち、次亜塩素酸塩、クロラミン、ジクロロイソシアヌレートおよびトリ
クロロイソシアヌレート、湿潤塩素、二酸化塩素、など）、 
　・活性酸素（過酸化物、例えば、過酢酸、過硫酸カリウム、過ホウ酸ナトリウム、過炭
酸ナトリウムおよび尿素過水和物）、 
　・ヨウ素（ヨウ素ポビドン（ポビドン-ヨウ素、Betadine）、ルゴール液、ヨードチン
キ、ヨウ化ノニオン性界面活性剤）、
　・濃縮アルコール（主に、エタノール、1-プロパノール又はn-プロパノールとも呼ばれ
る、および2-プロパノール又はイソプロパノールとも呼ばれる、およびそれらの混合物；
さらに、2-フェノキシエタノールおよび1-および2-フェノキシプロパノールが使用される
。）、
　・フェノール性物質（例えばフェノール（「石炭酸」とも呼ばれる。）、クレゾール（
液体カリウム石けんと組み合わされて「リゾール」と呼ばれる。）、ハロゲン化（塩素化
、臭素化）フェノール、例えばヘキサクロロフェン、トリクロサン、トリクロロフェノー
ル、トリブロモフェノール、ペンタクロロフェノール、ジブロモールおよびそれらの塩）
、
　・カチオン性界面活性剤、例えば幾つかの４級アンモニウムカチオン（例えば、塩化ベ
ンザルコニウム、臭化または塩化セチルトリメチルアンモニウムブロマイド、塩化ジドデ
シルジメチルアンモニウム、塩化セチルピリジニウム、塩化ベンゾチオニウム）およびそ
の他、非４級塩化合物、例えばクロロヘキシジン、グルコプロタミン、オクテニジンジヒ
ドロクロリド、など）、 
　・強酸化剤、例えばオゾンおよび過マンガン酸塩溶液； 
　・重金属およびその塩、例えばコロイド銀、硝酸銀、塩化水銀、フェニル水銀塩、硫酸
銅、酸塩化銅など。重金属およびその塩は最も毒性があって、環境汚染型の殺微生物剤で
あり、それ故に、その使用は強く抑制されまたは禁止されている；さらにまた、 
　・適切に濃縮された強酸（リン酸、硝酸、硫酸、アミド硫酸、トルエンスルホン酸）お
よび
　・アルカリ（水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム）pH < 1またはpH
 > 13、特に高められた温度で（約60℃）、細菌を殺す。
【００３３】
　消毒剤として（即ち、ヒトまたは動物の身体、皮膚、粘膜、傷などに使用することがで
きる殺菌剤として）、上記消毒剤の僅かしか適切な条件で（主に、濃度、pH、温度および
ヒト／動物に対する毒性で）使用できるに過ぎない。それらの中でも重要なものは以下の
通りである：
【００３４】
　・適切に希釈された幾つかの塩素調剤薬（例えば、Daquin液、次亜塩素酸ナトリウムま
たはカリウムの0.5%溶液、ベンゼンスルホクロラミドナトリウム（クロラミンB）のpH 7
～8にpH調整された、または0.5～1%の溶液）、幾つかの
　・ヨウ素調剤薬、例えば多様な剤形（軟膏、溶液、傷貼付剤）でのヨードポビドン、か
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ってはルゴール液とも呼ばれた、
　・過酸化物、例えば尿素過水和物溶液およびpH緩衝された0.1～0.25%の過酢酸溶液、 
　・消毒性添加物を伴った又は伴わないアルコール、主に皮膚消毒に使用される、
　・有機弱酸、例えばソルビン酸、乳酸およびサリチル酸
　・幾つかのフェノール性化合物、例えばヘキサクロロフェン、トリクロサンおよびジブ
ロモル、および
　・カチオン活性化合物、例えば0.05～0.5%ブンズアルコニウム、0.5～4%クロロヘキシ
ジン、0.1～2%オクテニリジン溶液。 
【００３５】
　殺菌性抗生物質は細菌を殺す；静菌静抗生物質は細菌の成長もしくは再産生を遅らせる
だけである。ペニシリンは殺菌剤であり、例えばセファロスポリンである。アミノグルコ
シド系抗生物質は殺菌的態様（溶菌に導く細胞壁前駆体の破壊による）または静菌的態様
（30リポソームサブユニットに結合して、不正確な蛋白質合成に導く転写の忠実性を減じ
ることによる）の両方で作用することができる。本発明による他の殺菌性抗生物質には、
フルオロキノロン、ニトロフラン、バンコマイシン、モノバクタム、コトリモキサゾール
、およびメトロニダゾールを含む。好ましい活性剤は浸透性の又は部分的に浸透性の作用
態様を持った剤であり、例えばアゾキシストロビンである。
【００３６】
　全体として好ましい剤は、アゾール、オキシフルオフェン、プロパニル、クロルピリフ
ォス、ビフェントリン、ノバルロン、フェンメディファム、デルタメスリン、アセトクロ
ル、ラムダシハロトリン、グリフォセートおよびその塩、グルフォシナートおよびその塩
、並びにこれらの剤の混合物から成る群から選択された殺生物剤である。 
【００３７】
　［油成分／共溶媒］
　適切な油成分（成分 c）は、例えば、6～18、好ましくは8から10の炭素原子を有する脂
肪族アルコールに基づくゲルベアルコール、直鎖状C6～C22脂肪酸と直鎖状もしくは分岐
状C6～C22脂肪族アルコールとのエステル、または分岐状C6～C13カルボン酸と直鎖状もし
くは分岐状C6～C22脂肪族アルコールとのエステル、例えば、ミリスチルミリステート、
ミリスチルパルミテート、ミリスチルステアレート、ミリスチルイソステアレート、ミリ
スチルオレエート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルエルケート、セチルミリステート
、セチルパルミテート、セチルステアレート、セチルイソステアレート、セチルオレエー
ト、セチルベヘネート、セチルエルケート、ステアリルミリステート、ステアリルパルミ
テート、ステアリルステアレート、ステアリルイソステアレート、ステアリルオレエート
、ステアリルベヘネート、ステアリルエルケート、イソステアリルミリステート、イソス
テアリルパルミテート、イソステアリルステアレート、イソステアリルイソステアレート
、イソステアリルオレエート、イソステアリルベヘネート、イソステアリルオレエート、
オレイルミリステート、オレイルパルミテート、オレイルステアレート、オレイルイソス
テアレート、オレイルオレエート、オレイルベヘネート、オレイルエルケート、ベヘニル
ミリステート、ベヘニルパルミテート、ベヘニルステアレート、ベヘニルイソステアレー
ト、ベヘニルオレエート、ベヘニルベヘネート、ベヘニルエルケート、エルシルミリステ
ート、エルシルパルミテート、エルシルステアレート、エルシルイソステアレート、エル
シルオレエート、エルシルベヘネートおよびエルシル エルケートがある。以下のエステ
ルもまた適切である：直鎖状C6～C22脂肪酸と分岐アルコール、特に2-エチルヘキサノー
ルとのエステル、C18～C38アルキルヒドロキシカルボン酸と直鎖状または分岐状C6～C22
脂肪族アルコールとのエステル、特にジオクチルマレエート、直鎖状および／または分岐
状脂肪酸とポリヒドロキシアルコール（例えば、プロピレングリコール、ダイマージオー
ルまたはトリマートリオール）および／またはゲルベアルコールとのエステル、C6～C10
脂肪酸に基づくトリグリセリド、C6～C18脂肪酸に基づく液状モノ／ジ／トリグリセリド
混合物、C6～C22脂肪族アルコールおよび／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸
、特に安息香酸、とのエステル、C2～C12ジカルボン酸と1～22の炭素原子を有する直鎖状
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もしくは分岐状アルコール（Cetiol（登録商標）B）または2～10の炭素原子および2～6の
水酸基を有するポリオールとのエステル；植物油、分岐状の１級アルコール、置換シクロ
ヘキサノン、直鎖状および分岐状のC6～C22脂肪アルコールカーボネート、例えば、ジカ
プリルカーボネート（Cetiol（登録商標）CC）、6～18、好ましくは8～10の炭素原子を有
する脂肪族アルコールに基づくゲルベカーボネート、安息香酸と直鎖状および／または分
岐状C6～C22アルコール（例えばCetiol（登録商標）AB）とのエステル、アルキル基当た
り6～22の炭素原子を有する直鎖状または分岐状の、対象または非対称の、ジアルキルエ
ーテル、例えば、ジカプリリルエーテル（Cetiol（登録商標）OE）、エポキシ化脂肪酸エ
ステルとポリオールとの開環生成物、シリコーンオイル（シクロメチコーン、シリコーン
メチコーン等級、など）、脂肪族またはナフテン系炭化水素、例えば、スクアラン、スク
アレンまたはジアルキルシクロヘキサン、および／または鉱油。 
【００３８】
　好ましい油成分／共溶媒はエステル構造をしめす。特に好ましいのは、アジペート（Ce
tiol（登録商標）B、Agnique（登録商標）DiME 6）、植物油のメチルエステル（Agnique
（登録商標）ME 18RD-F、Agnique（登録商標）ME 12C-F）、アルキルエステル（Agnique
（登録商標）Ae 3-2EH =2エチルヘキシルラクテート）－全ての製品は市場に於いてCogni
s GmbH、Dusseldorf、から入手可能である。
【００３９】
　［乳化剤］
　適切な乳化剤（成分 d）は、ノニオン性およびアニオン性界面活性剤およびそれらの混
合物を含む。ノニオン性界面活性剤は例えば以下を含む：
【００４０】
　・2～30モルのエチレンオキシドおよび／または0～5モルのプロピレンオキシドの、直
鎖状C8-22脂肪族アルコールへの、C12-22脂肪酸への及びアルキル基に8～15の炭素原子を
含むアルキル基含有アルキルフェノールへの付加生成物；
　・エチレンオキシド1～30モルのグリセロールへの付加生成物のC12/18脂肪酸モノエス
テルおよびジエステル；
　・6～22の炭素原子およびそのエチレンオキシド付加生成物を含有する飽和および不飽
和脂肪酸のグリセロールモノおよびジエステル及びソルビタンモノおよびジエステル；
　・15～60モルのエチレンオキシドのヒマシ油および／または水素化ヒマシ油への付加生
成物；
　・ポリオールエステルおよび特に、ポリグリセロールエステル、例えば、ポリグリセロ
ールポリリシノリエート、ポリグリセロールポリ-12-ヒドロキシステアレートまたはポリ
グリセロールジメレートイソステアレート。これらのクラスの幾つかからの混合物もまた
適切である；
　・エチレンオキシド2～15モルの、ヒマシ油および／または水素化ヒマシ油への付加生
成物；
　・部分エステル based on 直鎖状、分岐状、不飽和または飽和C6/22脂肪酸、リリノレ
イン酸および12-ヒドロキシステアリン酸、及びグリセロール、ポリグリセロール、ペン
タエリスリトール、ジペンタエリスリトール、糖アルコール（例えば、ソルビトール）、
アルキルグルコシド（例えば、メチルグルコシド、ブチルグルコシド、ラウリルグルコシ
ド）およびポリグルコシド（例えば、セルロース）；
　・モノ、ジおよびトリアルキルホスフェートおよびモノ、ジおよび／またはトリPEGア
ルキルホスフェートおよびそれらの塩； 
　・羊毛ワックスアルコール；
　・ポリシロキサン／ポリアルキルポリエーテルコポリマーおよび対応する誘導体； 
　・ペンタエリスリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪族アルコールの混合エステル、
および／またはC6-22脂肪酸、メチルグルコースおよびポリオール、好ましくはグリセロ
ールまたはポリグリセロールの混合エステル、
　・ポリアルキレングリコール。
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【００４１】
　エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドの脂肪族アルコール、脂肪酸、ア
ルキルフェノール、脂肪酸のグリセロールモノおよびジエステルおよびソルビタンモノお
よびジエステルへのまたはヒマシ油への付加生成物は、商業的に入手可能な製品として知
られている。それらは、平均アルコキシ化度が、エチレンオキシドおよび／またはプロピ
レンオキシドの量と付加反応が行われた基質の量との間の比に対応する同族体混合物であ
る。エチレンオキシドのグリセロールへの付加生成物のC12/18脂肪酸モノエステルおよび
ジエステルは化粧品配合物に対する脂質層増強剤として知られている。好ましい乳化剤を
以下により詳細に示す： 
【００４２】
　［部分グリセリド］
　適切な部分グリセリドの典型的な例は、ヒドロキシステアリン酸モノグリセリド、ヒド
ロキシステアリン酸ジグリセリド、イソステアリン酸モノグリセリド、イソステアリン酸
ジグリセリド、オレイン酸モノグリセリド、オレイン酸ジグリセリド、リシノレイン酸モ
ノグリセリド、リシノレイン酸ジグリセリド、リノレイン酸モノグリセリド、リノレイン
酸ジグリセリド、リノレニック酸 モノグリセリド、リノレニック酸 ジグリセリド、エル
シック酸モノグリセリド、エルシック酸ジグリセリド、酒石酸モノグリセリド、酒石酸ジ
グリセリド、クエン酸モノグリセリド、クエン酸ジグリセリド、マリックモノグリセリド
、マリック酸ジグリセリドおよび製造工程からの少量のトリグリセリドを依然として含む
かも知れないそれらの工業的混合物である。1～30、および好ましくは5～10モルのエチレ
ンオキシドの前記部分グリセリドへの付加生成物もまた適切である。
【００４３】
　［ソルビタンエステル］
　適切なソルビタンエステルは、ソルビタン モノイソステアレート、ソルビタンセスキ
イソステアレート、ソルビタンジイソステアレート、ソルビタントリイソステアレート、
ソルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタンジオレエート、ソ
ルビタントリオレエート、ソルビタンモノエルケート、ソルビタンセスキエルケート、ソ
ルビタンジエルケート、ソルビタン トリエルケート、ソルビタンモノリシノレエート、
ソルビタンセスキリシノレエート、ソルビタンジリシノレエート、ソルビタントリリシノ
レエート、ソルビタンモノヒドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒドロキシステア
レート、ソルビタンジヒドロキシステアレート、ソルビタントリヒドロキシステアレート
、ソルビタンモノタータレート、ソルビタンセスキタータレート、ソルビタンジタータレ
ート、ソルビタントリタータレート、ソルビタンモノサイトレート、ソルビタンセスキサ
イトレート、ソルビタンジサイトレート、ソルビタントリサイトレート、ソルビタンモノ
マレエート、ソルビタンセスキマレエート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリマ
レエートおよびそれらの工業混合物である。1～30、および好ましくは5～10モルのエチレ
ンオキシドの、前記ソルビタンエステルへの付加生成物もまた適切である。
【００４４】
　［アルキル（アルキレニル）オリゴグリセリド］
　同じように好ましい乳化剤を代表するアルキルまたはアルケニルオリゴグリセリドは、
5または6炭素原子を含むアルドースまたはケトース、好ましくはグルコース、から誘導さ
れてよい。従って、好ましいアルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリセリドは、ア
ルキルまたはアルケニルオリゴグルコシドである。これらの物質はまた、一般的に「アル
キルポリグルコシド」(APG)としても知られている。 本発明によるアルキル（アルキレニ
ル）オリゴグリセリドは、式 (III)：
　　　　R4O[G]p     (III)
［式中、R4は6～22炭素原子を有するアルキルまたはアルケニル基、Gは5または6炭素原子
を有する糖単位で、pは1～10の数である。］に対応する。一般式(II)中の指数pはオリゴ
マー化度（DP度）、即ち、モノおよびオリゴグリセリド、の分布を示し、1～10の数であ
る。所与の化合物中のpは常に整数でなければならず、就中、1～6の値を想定してよい一
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方、或るアルキルオリゴグリセリドについてのp値は分析的に決定される計算量であり、
大部分は端数である。1.1～3.0の平均オリゴマー化度pを有するアルキル（アルキレニル
）オリゴグリセリドが好ましくは使用される。平均オリゴマー化度が1.7以下の、より具
体的には、1.2および1.4の間の値を有するアルキル（アルキレニル）オリゴグリセリドが
、適用の観点から好ましい。アルキルまたはアルケニル基R5は、4～22、および好ましく
は8～16炭素原子を含む１級アルコールから誘導されてよい。典型的な例は、ブタノール
、カプロイックアルコール、カプリリックアルコール、カプリックアルコール、ウンデシ
ルアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、パルミ
トレイルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアル
コール、エライジルアルコール、ペトロセリニルアルコール、アラシルアルコール、ガド
レニルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシルアルコールおよびそれらの工業的混合
物、例えば、工業用脂肪酸メチルエステルの水素化又はRoelenのオキソ合成から得られる
アルデヒドの水素化で形成される様な混合物である。1～3のDPを有する水素化C8～C16コ
コナツ油アルコールに基づくアルキルオリゴグルコシドが好ましい。アルキルオリゴグル
コシドのアルコキシ化生成物、例えば、1～10モルのエチレンオキシドおよび／または1～
5モルのプロピレンオキシドの、1.2および1.4の間のDPを有するC8～C10またはC12～C18ア
ルキルオリゴグルコシドへの付加物もまた適切である。
【００４５】
　［アルキル化植物油］
　適切な乳化剤は、3～80モルのエチレンオキシドでエトキシ化された、ヒマシ油、速乾
性種子油、大豆油（Agnique CSO 35、Agnique CSO 35、Agnique CSO 35）である。
【００４６】
　［アルコキシ化コポリマー］
　典型的なコポリマーは、エトキシ化およびプロポキシ化されたC2～22の直鎖状または分
岐状アルコールのブロックおよび／またはランダムコポリマーである。 
【００４７】
　［その他の乳化剤］
　典型的なアニオン性乳化剤は、例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸塩（例えばAgniqu
e（登録商標）ABS 60Cまたは65C）の様なアルキルベンゼンスルホネート、ジオクチルス
ルホサクシネートまたはポリアクリレートの様なアニオン性ポリマー である。他の適切
な乳化剤は、双性イオン界面活性剤である。双性イオン界面活性剤は、分子中に少なくと
も１つの４級アンモニウム基および少なくとも１つのカルボキシラートおよび１つのスル
ホネート基を含む界面活性化合物である。特に適切な双性イオン界面活性剤は所謂ベタイ
ンであり、例えば、N-アルキル-N，N-ジメチルアンモニウムグリシネート、例えばココア
ルキルジメチルアンモニウムグリシネート、N-アシルアミノプロピル-N，N-ジメチルアン
モニウムグリシネート、例えばココアシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリシネ
ート、および8～18炭素原子をアルキルまたはアシル基中に含む2-アルキル-3-カルボキシ
メチル-3-ヒドロキシエチルイミダゾリンおよびココアシルアミノエチルヒドロキシエチ
ルカルボキシメチルグシリネートである。CTFA名称「ココアミドプロピルベタイン」で知
られている脂肪酸アミド誘導体が特に好ましい。両性界面活性剤もまた適切な乳化剤であ
る。両性界面活性剤は、C8/18アルキルまたはアシル基に加えて、少なくとも１つの遊離
アミノ基および少なくとも１つの-COOHまたは-SO3H基を分子中に含み、内部塩を形成する
ことができる界面活性剤である。適切な両性界面活性剤の例は、凡そ8～18炭素原子をア
ルキル 基中に含む、N-アルキルグリシン、N-アルキルブロピオン酸、N-アルキルアミノ
ブチリック酸、N-アルキルイミノジプロピオン酸、N-ヒドロキシエチル-N-アルキルアミ
ドプロピルグリシン、N-アルキルタウリン、N-アルキルサルコシン、2-アルキルアミノプ
ロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸である。特に好ましい両性界面活性剤は、N-ココア
ルキルアミノプロピネート、ココアシルアミノエチルアミノプロピオネートおよびC12/18
アシルサルコシンである。 
【００４８】
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　［殺生物剤組成物］
　殺生物剤の性質に応じて、プロダクツは以下の組成を示してよい：
(a) 約0.1 重量%～約99 重量%、好ましくは約15 重量%～約70 重量%、および最も好まし
くは約20 重量%～約45 重量%のカーバメート、
(b) 約1 重量%～約99.1 重量%、好ましくは約5 重量%～約75 重量%、および最も好ましく
は約15 重量%～約40 重量%の殺生物剤、
(c) 0～約50 重量%、好ましくは約5 重量%～約30 重量%、およびより好ましくは約10 重
量% ～約25 重量%の油成分／共溶媒、および
(d) 0～約15 重量%、および好ましくは約5 重量%～約10 重量%の乳化剤。
【００４９】
　上記の数値は随意に水と一緒になって100 重量%になるという条件である。組成物は、
水で希釈されて約0.5～約5、好ましくは約0.5～約1%の、濃縮物で表される活性物質を含
んで成る末端ユーザーのための水性配合物を与える濃縮物を表す。
【実施例】
【００５０】
　実施例1～4
　＜安定性＞
　幾つかの乳化可能な濃縮物（「EC」）を、殺生物剤、カーバメート、共溶媒および乳化
剤を混合することによってデザインしおよび調合した。濃縮物を、引き続き水中5%に希釈
した。異なる水硬度中で、および20℃で24時間貯蔵した5重量%エマルジョンの特性を分析
した。エマルジョンの安定性を時間の関数として決定した。層形成に関する限り、(++)は
「層形成なし」および(+)は「約1 mlの層形成」を意味する。不透明性に関しては、(++)
は不透明な白色エマルジョンを意味し、(+)は微かに不透明なエマルジョンを意味する。 
【００５１】
【表１】

　実施例は、優れた乳化挙動が、最適化された溶媒混合物および乳化剤系の結果として得



(18) JP 2013-510892 A 2013.3.28

10

20

30

られることを示している。
【００５２】
　実施例5～11、比較実施例C1 
　＜溶解性＞ 
　２つの殺真菌剤、１つの除草剤 および２つの殺虫剤の、異なるジアルキルアミド中、2
5℃での溶解度を試験した。各殺生物剤に対する最小標的溶解度を含む結果を、表2に示し
た。
EC＝エチレンカーボネート 
PC＝プロピレンカーボネート 
DMA＝ジメチルアミン 
【００５３】
【表２】

【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の最終実施態様は、カーバメートの使用、特にエチレンカーボネートおよびプロ
ピレンカーボネートから誘導されるカーバメートの、殺生物剤のための溶媒または分散媒
としての使用に関する。
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